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lはじめに

フラーレン転の発見を契機に､ナノスケールでsp2炭素が鼓りなすネットワークの多様性に注目が集

まっている｡その中で欠陥を持つカーボンナノチューブや､活性炭なと･の7モル77スか-ボンといっ 図 1(a)
た､グラフ丁イトの断片であるナノグラファイトが構成単位と考えられる系で､そのd電子ネットワ-

クの端の主要性が指摘されている｡孜々は､これまでグラフTイトにおける靖の形状とサイズ効果がJ

t子状怒l二与える影軌 こ注目し､その効果を1次元グラファイトリボンを用いたバンド理.詮の立場から

解析してきた.特にZ･gzaLg端 (EEll(a))を持つリボンでは恥 こ局在する ｢エッジ状態｣が､フェルミ準
位付近にほとんど分散のないバンドを形成することが分かっているoこれまでに､エッジ状悪の状態密

度への寄与はT)ボンが'1mサイズの特を持つ時最大になることや､電子間相互作用を通じて端の2配位

サイトでスピン分軽を持つ群が得られる可能性などが示されているtl】【21｡ポスターでは､ナノグラフT

イトにまつわる最近の研究紹介と､zigzagリボンのフェルミ不安定性を考えるうえでt子叩相互作用と

共に王事と考えられる電子格子相互作用に注目し､グラフ7イトリボンにおける格子歪みの可能性を拡

張SSHモデルを用いてJIべた結果を合わせて発表する｡

に之igZaS端を持つグラフ7イトリボンでは､フェ)i,ミ単位近傍の波放2r/3≦k≦Tにグラファイトに
は見られない､ほとんど分散のないバンドが形成されることが分かっている(図2).このバンドの波動

閉掛土2i名Zag簿に局在した状態を持つことから､エッジ状態と呼ばれている｡エッジ状態の波動開放

を､波故L･=7T,7T/9,2汀/3の坊合について示したのが図3(aL)-(C)である｡ここで円の半径が波動開放の
毛は､色がその符号を表している｡波牧k=7rで液軸開放はJIの2配位サイトに完全に局在しているが､

k=2T/3に近づくにつれ､徐々に内掛 こ汝遺していく梯子が分かる｡この波動関数の特召削土､グラファ

イトのA､B判格子のうち片方の副格子のみに状態を持つ非結合状態であるという点である｡

3グラファイトリボンの格子歪み

zigzaLgリボンは7ェ)i,ミ串位近傍に､エッジ状態に起因する状態密度の大きなピークを持つため､電

子格子あるいは電子阿相互作用に上り纏めて強いフェルミ不安定性を示すことが予想される｡そこでt

子格子相互作用に上りグラフ7'イトリボンの電子状忠が､どの棟に変化するかをarmchair･zigzasの典

型的な端を持つリボンについて拡張ssHモデルを用いて紳べた【3).

(1】M･Fujita,K･Wahbaya･shJ,7(.NahdaandK.KusaLkabe:∫.PhysSoc･Jpn65(1996)19'10

【.1日く･Nakada,MIFujita.G.DresselhausandM.S.DrcsselllauS:Phys.Rtyv.tlS4(19'JG)17954.

t3)M.Ftljita,M.Igamiand冗.Nahda:J.Phys.SDC.Jpn66(1997)(tenp'TSS).
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メゾスコピック電子衝突における量子干渉効果
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2つの同一粒子が衝突した場合､粒子 (1)が検出器 (1)で検出され､粒子 (2)

が検出器 (2)で検出される確率振幅と､その道､すなわち､粒子 (1)が検出器

(2)で検出され､粒子 (2)が検出器 (1)で検出される確率振幅は区別がつかな
い｡フォトンのようなボゾン粒子の場合､上記2つの確率振幅は同位相で干渉を起こ

し､その結果､1つの検出器で2つの粒子が同時に観測される確率が大きくなる｡こ

れをバンチング効果と呼ぶ｡電子のようなフェルミ粒子の場合､上記2つの確率振幅

は逆位相で干渉を起こし､その結果､1つの検出器で2つの粒子が同時に観測される

確率は抑圧される｡これをアンチバンチング効果と呼び､パウリ排他律の物理的起源

である.ボゾン粒子の衝突実験は報告例があるが､フェルミ粒子についてはこれまで

実験例がなかった｡我々はメゾスコピック電子系で初めてフェルミ粒子の衝突実験を

行い､分岐雑音の抑圧を観測したのでその結果を報告する｡
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